
資料１－２ 

共生共創事業のロジックモデル作成について 

１ 共生共創事業とは 

  県では、文化芸術の魅力で人を引きつけ、地域のにぎわいをつくり出す、マグネッ

ト・カルチャー（マグカル）の取組を通じて、共生社会の実現を後押ししています。

平成 30年度から開始した事業で、「ともに生きる社会かながわ」の実現に寄与するた

め、文化芸術の分野においても、「ともに生きる ともに創る」を目標に、年齢や障がい

などにかかわらず、子どもから大人まで全ての人が、舞台芸術に参加し楽しめる事業で

す。 

  運営については、（公財）神奈川文化芸術財団に委託し、KAAT神奈川芸術劇場、県民

ホール本館及び音楽堂でのノウハウを活用し、舞台芸術を通じたボーダレスな創造活動

に取り組んでいます。 

「ともに生きる社会かながわ憲章」 

一 私たちは、あたたかい心をもって、すべての人のいのちを大切にします 

一 私たちは、誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社会を実現します 

一 私たちは、障がい者の社会への参加を妨げるあらゆる壁、いかなる偏見や差別も排除します 

一 私たちは、この憲章の実現に向けて、県民総ぐるみで取り組みます 

２ 事業を開始した経緯 

  県では、平成 28年に県立の「津久井やまゆり園」で発生した痛ましい事件を機に、

「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念である誰もがその人らしくくらすことのでき

る地域社会の実現を目指し、取り組んでいます。 

  また、「人生 100歳時代」において、生涯にわたり輝き続けることができる社会を実現

するため、様々な舞台公演等を通じて、共生社会の実現に寄与することを目指して開始

した事業です。 

３ 事業の性格 

  かながわ文化芸術振興計画の重点施策２、３、４、５の各取組に該当する事業です。 

具体的には、重点施策２「子どもや高齢者・障がい者など、あらゆる人の文化芸術活動

の充実等」の取組「文化芸術による共生社会実現に向けた環境づくり」、重点施策３「国

際文化交流の充実」の取組「多文化理解の推進」、重点施策４「東京 2020大会を契機とし

た施策」の取組「文化芸術による共生社会実現に向けた環境づくり（再掲）」及び重点施

策５「文化芸術の振興を推進するための環境整備」の取組「市町村・文化芸術団体等との

連携・協力」に該当します。 



４ 共生共創事業の最終アウトカムについて 

  県の総合計画である、「かながわグランドデザイン第３期実施計画」では、重点施策を

分野横断的に取りまとめたプロジェクトをさらに複合的に実施する取組みを「神奈川の戦

略」としてまとめており、その一つとして、「ともに生きる社会かながわの実現」を定め

ています。 

  共生共創事業は、神奈川の戦略「ともに生きる社会かながわの実現」の具体的な取組み、

「ともに生きる社会かながわ憲章」のさらなる普及啓発に取り組むとともに、障がい者が

スポーツ、文化芸術活動などを自ら楽しむための取組みを推進することに該当することか

ら、最終アウトカムを次のとおり設定しています。 

〇最終アウトカム 

 年齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人まで全ての人が、舞台芸術に参加し楽し

める「共生共創事業」を実施し、「ともに生きる社会かながわ」の実現に寄与する。 







共生共創事業の全県展開　ロジックモデル

◎共生共創事業(狭義）の進行管理 ◎用語について

2018 2019 2020 2021 2022 2023 　・アウトプット（活動結果）：インプット（施策や事業に投入される手段(予算等))
30,000 75,814 72,437 70,000 70,000 　　　　　　　　　　　　　　　を用いて実施した事業の実績。

参加者数（人） 　・アウトカム（成果）：アウトプットによって発生する効果。
目標 ― 5,000 5,400 5,700 6,000 　・ロジックモデル：事業がその目的（最終アウトカム）を達成するに至るまでの
実績 2,532 6,947 4,267 4,764 　　　　　　　　　　論理的な因果関係をアウトプットやアウトカムを用いて

達成率 ― 138.94% 79.02% 83.58% 　　　　　　　　　　明示したもの　　　　　　　明示したもの
※　2020年度及び2021年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、動画配信（無観客）で実施。

＜参考：予算額（全体）＞
2018 2019 2020 2021 2022 2023

130,165 155,451

　　
　

　　

　　

※　中間アウトカムの2019～2021年度の数値は、
　　「共生共創事業」のみの調査結果。
　　2022年度以降は、「共生共創事業」、「シニア合唱」
　　「マグカル展開促進補助金」の調査結果。

 ※　短期アウトカムの2019、2020年度の数値は、「共生共創事業」のみの調査結果 　　
（*）新型コロナ感染拡大防止のため、動画配信(無観客)で実施。

　　 

予算額（千円）
年度

年度
予算額（千円）

最終アウトカム

年齢や障がいな

どにかかわらず、

子どもから大人

まで全ての人が、

舞台芸術に参加

し楽しめる「共

生共創事業」や、

同様の取組を全

県展開すること

で、「ともに生

きる社会かなが

わ」の実現に寄

与する。

アウトプット（2021年度） 中間アウトカム（2019年度～）

≪共生共創事業≫

〇 公演(動画配信を含む。)の実施回数

・障がい者企画 ４回

・シニア企画 ５回

・その他(多文化共生等) ２回

〇 シニア劇団の運営（劇団員数、平均年齢）

・横須賀シニア劇団「よっしゃ!!」 39人、68.0歳

・綾瀬シニア劇団Hale 21人 69.4歳

・小田原シニア劇団ﾁﾘｱｸｵｰﾙﾃﾞｨｰｽﾞ 17人、70.8歳

〇 シニアダンス企画のWS等の実施回数 37回

≪シニア合唱≫ ※事業開始：2022年度～

〇 実施箇所 －か所 ※－団地

〇 実施回数 －回

≪庁内の取組≫ ※県主導第三セクター等含む

〇 障がい者関連 11回

〇 シニア関連 ０回

〇 その他（多文化共生等） ７回

≪マグカル展開促進補助金交付実績≫
※事業開始：2022年度～

〇 障がい者関連 －件

〇 シニア関連 －件

〇 その他(多文化共生等） －件

≪県内５地域の実施状況（回数）≫

〇 横浜・川崎地域 57回

〇 横須賀・三浦地域 １回

〇 県央地域 ２回

〇 湘南地域 １回

〇 県西地域 ３回

〇 その他 ２回

合計 66回

短期アウトカム（2019年度～）

≪出演者数≫
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

〇 障がい者関連 328人 31人 129人

〇 シニア関連 3,740人 4,232人 4,707人

〇 その他（多文化共生等） 165人 4人 28人

≪県内５地域の参加者数≫

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

〇 横浜・川崎地域 3,695人 707人 12,682人

〇 横須賀・三浦地域 2,497人 2,339人 2,508人

〇 県央地域 755人 830人 768人

〇 湘南地域 0人 0人 1,895人

〇 県西地域 0人 391人 603人

〇 その他 0人 0人 5人

≪鑑賞者数≫

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

〇 障がい者関連 1,113人 (*) 0人 13,330人

〇 シニア関連 1,245人 (*) 0人 (*) 0人

〇 その他（多文化共生等） 356人 (*) 0人 267人

≪動画再生回数≫
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

〇 障がい者関連 -回 5,536回 32,450回

〇 シニア関連 -回 40,640回 36,873回

〇 その他（多文化共生等） -回 2,025回 9,768回

参加者数については、2020年度及び2021年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一

部無観客動画配信で実施したことにより、目標値に届かなかった。一方で、コロナ禍という制約

の中で動画配信の手法を活用することにより、多くの人々に自宅にいながら文化芸術の魅力を楽

しんでいただきつつ共生社会の理念を普及することができた。

≪出演者の意識の変化≫

体や心が元気になったと感じた割合

2019年度 79.7％

2020年度 69.4％

2021年度 77.9％

2022年度

2023年度

≪鑑賞者の意識の変化≫

共生社会の実現が必要と感じた割合

2019年度 84.1％

2020年度 -％※動画配信のためアンケートなし

2021年度 100％※動画配信のため回答者少数

2022年度

2023年度

出演者からは社会とのつながりを感じ

ることができたなどの感想があった。

鑑賞者からは自分も人と違ってよいと

励まされた、何歳になっても挑戦してよ

いと希望が持てたなどの感想が寄せられ

た。
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